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（３）具体的な育成方法（例示） 

１ 校長・副校長等の現状と育成上の課題 

校長・副校長の現状 

（１）現在の学校は、学力向上や健全育成、地域との連携や安

全確保、保護者対応、特色ある学校づくりなど、多様で

深刻な課題を抱えている。 

（２）校長・副校長には、学校や地域の実態・課題を把握し、

課題解決に向けた経営目標を設定し、その内容を所属職

員一人一人に理解させ、力を結集し、目標に基づく組織

的な教育活動を実施するなどの学校マネジメント能力が

強く求められている。 

（３）校長・副校長の大量退職、管理職選考受験年齢層の人数

の減少、受験率の大幅な低下から、校長・副校長の人材

不足が進んでいる。また、現職の副校長の中で、精神疾

患による病気休職が近年増加している。 

校長・副校長育成上の課題 

（１）校長・副校長及び管理職候補者の育成については、校長

に任されている部分が多いが、校長によって意識に大き

な差がある。 

（２）管理職候補者から校長に至るまでのそれぞれの時期に応

じた、育成すべき能力が明確に示されていない。 

① 管理職候補者が一般の主幹教諭と校内で同じ扱いを受

けたりしているため、副校長に向けての十分な育成が図

られていない場合がある。 

② 昇任直後の副校長は、服務・学事・施設等の事務処理に

かかわる時間が多く、学校経営者としての育成が十分に

行われていない。 

③ 校長任用前の副校長は、校長になって直ちに求められる

学校経営計画の作成等の能力育成が十分に行われてい

ない場合がある。 

④ 校長は、自己啓発に積極的な者とそうでない者で、能力

に大きな差が生じる場合がある。 

 

・校長・副校長等に求められる具体的な能力の明確化 

・Ｏｆｆ－ＪＴとＯＪＴを効果的に組み合わせた育成方法の提示 

・副校長等の育成責任者の明確化 

基本的な視点 

 

① 学校経営力（学校経営目標の達成、所属職員管理、危機管理、情報管理、

学校事務管理） 

② 外部折衝力（保護者・地域対応、学校広報、外部人材活用･連携、関係諸

機関との連携） 

③ 人材育成力（人材発掘、人材育成指導、人事考課、校内研修企画） 

④ 教育者としての高い見識（使命感、教育施策への理解、教育理念） 

校長・副校長に求められる能力 

（１）職層や時期に応じた育成の重点 

職層や時期（管理職候補期間、副校長昇任時、校長任用前、校長昇任時）

に応じた能力育成の方法・内容を示す。 

・ 管理職候補期間には、所属職員管理や保護者・地域対応の能力育成を重

視する。 

・ 副校長昇任時は、経営目標の達成、危機管理、地域人材活用の能力育成

を重視する。 

・ 校長任用前には、経営目標の達成、人材育成の能力育成を重視する。 

・ 校長昇任時には、人材育成の能力育成を重視する。 

（２）職層や時期に応じた能力育成の内容（例示） 

学校経営力 

身に付ける力 研修内容・方法 

○自分の分掌について、課題把握から解決まで、計

画書を作成させ、運営させる。（OJT 通年） 

学校経営目標

の達成 

（課題設定・解

決） 

 

○副校長の指導の下、教科課程調書（都立学校）・組

織票（区市町村立学校）を作成させ、講師時数の算出

等に携わらせる。（OJT 後期） 

○判例等をもとに教育法規等について学ばせる。 

（Oｆｆ－JT）

○副校長から服務に関する諸帳簿の記入の仕方に

ついて学ばせる。（０JT 通年） 

所属職員管理 

（服務・労務管

理） 

 

 

 

○所属職員への対応について、ロールプレイ等を交

えて学ばせる。（Oｆｆ－JT）（０JT 後期） 

○防災訓練の企画及び進行管理に当たらせる。 

（０JT 前期）

危機管理 

（防災） 

 ○防火管理者の資格を取得させる。（Oｆｆ－JT） 

管 

理 

職 
候 
補 

期 

間 

情報管理 

（ｾｷｭﾘﾃｨ対策） 

 

○ホームページの管理、校内ネットワークの管理、ソ

フトウェアの管理に当たらせるとともに、情報漏えい

防止等のルールつくり等、セキュリティ対応に当たら

せる。（OJT 前期） 

人材育成能力 

身に付ける力 研修内容・方法 

人事考課   

（業績評価） 

○教員の日常の職務記録を作成させ、校長の業績評

価の基本方針を副校長に伝え、業績評価の原案を作

成させる。（OJT 後期）    

人事考課   

（授業観察） 

○副校長を校長とともに授業観察に当たらせ、授業

観察シートに授業の様子を記録させ、観察終了後及

び人事考課の面接時に教職員に指導させる。 

（OJT 通年）

人材発掘 ○人事考課の面接時に、主幹教諭・管理職への昇任

希望があるかどうか見極めさせ、校長に具申させ

る。（０JT 前期） 

副 

校 

長 

昇 

任 

時 

人材育成指導 ○自己申告書等から教職員のキャリアプランを掌握

させる。（０JT 前期）    

職層や時期 学校経営力 外部折衝力 人材育成力 
教育者としての

高い見識 

管理職 
候補期間 

学校経営目標の達成

所属職員管理 

危機管理 

情報管理 

学校事務管理 

保護者・地域対

応 

学校広報 

人事考課 

校内研修企画 

教育施策の理

解 

副校長 
昇任時 

学校経営目標の達成

所属職員管理 

危機管理 

情報管理 

保護者・地域対

応 

地域人材活用 

外部機関連携 

人事考課 

人材発掘 

人材育成指導 

教育施策の理

解 

校長 
任用前 

学校経営目標の達成

所属職員管理 

危機管理 

保護者・地域対

応 

外部機関連携 

人材発掘 

人材育成指導 

使命感 

教育施策の理解

教育理念 

校長 
昇任時 

学校経営目標の達成

危機管理 

 人材発掘 

人材育成指導 

 

 

能力を育成するための内容及び方法 

次代の学校経営を担うべき人材を確保し、育成していくこと

が必要である。教育委員会や校長等が、管理職候補者を計画的

に育成していくための指針として「校長･副校長等育成指針」を

策定する。 

（１）校長・副校長等育成段階に応じて必要な能力を明確にす

ることにより、育成対象者と育成責任者に自覚を促すと

ともに、段階に応じた能力育成の手立てと道筋を示す。 

（２）校長・副校長に必要な能力の内容、育成方法、育成時期

を明確にし、学校現場で活用しやすい具体例を示す。 

２  校 長 ・ 副 校 長 等 育 成 指 針 策 定 の 目 的

３  今 後 の 校 長 ・ 副 校 長 等 育 成 の あ り 方 


